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▽
特
別
会
員
（
３
社
）

　

☆
宗
教
法
人
極
楽
寺

 

住
職 

西
同
院
雄
章
（
N
T
）

　

☆
㈶
J
A
T
I
C 

代
表
理
事

 

柏
野
宏
之
（
長
谷
川
孝
一
）

　

☆
J
P
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

 

代
表
取
締
役
社
長 

安
達
章

 

（
河
田
稔
）

▽
賛
助
会
員
（
４
名
）

　

竹
内
俊
隆 

宮
嶋
茂
樹 

堀
江

珠
喜
（
以
上
普
通
会
員
か
ら
）

松
本
時
惠
（
N
T
）

▽
普
通
会
員
（
９
名
）

　

 

長
谷
川
孝
一 

君
嶋
信
子 

菊
池

哲
也  

喜
連
川
晶
子 

廣
木
幹
雄

（
以
上
蛯
原
）
大
森
環
樹
（
長

谷
川
孝
一
）
角
南
充
彦
（
河

田
稔
） 

鈴
木
理
恵
（
大
西
宏

幸
）
橋
本
学
（
大
部
順
子
）

▽
青
年
部
会
員
（
６
名
）

　

 

青
山
祐
二
郎 

坂
本
慎
治

　

中
原
圭
介 

播
磨
寛
都

　

吉
岡
康
雄 

尾
下
千
明

新
入
会
員　

 （　

）
は
推
薦
者
名

 

令
和
７
年
１
月
〜
３
月

　

大
阪
防
衛
協
会
青
年
部
会
主
催
の
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
防
衛
・
防
災
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
」
が
２
月
16
日
㈰
、
大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ
と
そ

の
周
辺
で
行
わ
れ
た
。

　

今
回
は
２
０
０
８
年
か
ら
隔
年
予
定
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震

災
や
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
た
め
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
今
回
は
７
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
。

　
「
心
合
わ
せ
て 

共
に
守
ろ
う 

我
が
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
自
衛
隊

の
装
備
品
を
展
示
し
、
国
の
防
衛
に
つ
い
て
市
民
の
意
識
を
高
め
る

と
同
時
に
防
災
に
関
心
を
高
め
る
目
的
で
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
等
約

１
万
５
千
人
の
来
場
者
を
得
て
盛
会
裡
に
終
わ
っ
た
。

「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
防
衛
・
防
災

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
」

 

１
万
５
千
人
の
来
場
で
賑
わ
う

楯じ
ゅ
ん　

　
　
滴て

き

　
　
２
０
２
５
年

　

今
年
は
皇
紀
２
６
８
５
年
、
昭

和
１
０
０
年
、
大
東
亜
戦
争
終

戦
（
１
９
４
５
）
80
年
、
朝
鮮
戦

争
勃
発
（
１
９
５
０
）
75
年
、
警

察
予
備
隊
発
足
75
年
、
阪
神
淡
路

大
震
災
30
年
、
そ
し
て
大
阪
防
衛

協
会
は
創
立
60
周
年
を
迎
え
る

等
々
多
く
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

　

哲
学
者
で
あ
り
教
育
者
で

あ
っ
た
森
信
三
氏
は
約
40
年
前

「
２
０
２
５
年
、
日
本
は
再
び
甦

る
兆
し
を
見
せ
る
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
25
年
後
、
列
強
は
日
本
の
底

力
を
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
」
と
予
言
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
今
年
は
ど
の
よ
う
な

年
か
と
い
え
ば
、
今
年
の
世
界
の

十
大
リ
ス
ク
に
つ
い
て
米
調
査
会

社
に
よ
れ
ば
①
深
ま
る
国
際
政
治

の
混
迷
②
ト
ラ
ン
プ
の
支
配
③
米

中
決
裂
④
ト
ラ
ン
プ
ノ
ミ
ク
ス
⑤

な
ら
ず
者
国
家
の
ま
ま
の
ロ
シ
ア

⑥
追
い
詰
め
ら
れ
た
イ
ラ
ン
⑦
世

界
経
済
の
負
の
押
し
付
け
⑧
制
御

不
能
な
A
I
⑨
統
治
な
き
領
域
の

拡
大
⑩
ア
メ
リ
カ
と
メ
キ
シ
コ
の

対
立
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

特
に
本
年
１
月
就
任
し
た
ア
メ

リ
カ
大
統
領
の
言
動
に
よ
っ
て
世

界
は
大
変
動
が
予
想
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
狭
間
で
日
本
の
と

る
べ
き
道
は
京
都
大
学
名
誉
教
授

中
西
輝
政
氏
の
言
に
よ
れ
ば
「
日

本
は
今
後
10
+
年
で
新
し
い
光
を

見
出
し
、
可
能
性
を
切
り
開
い
て

行
く
た
め
に
は
日
本
自
身
の
力
を

つ
け
る
以
外
に
な
い
。
そ
の
た
め

に
ま
ず
憲
法
を
改
正
し
、
自
分
た

ち
の
力
で
自
分
た
ち
の
国
を
守
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
。
全
く
同
感
で
あ
る
が
、
さ
ら

に
武
士
道
精
神
の
復
活
こ
そ
、
森

信
三
先
生
の
予
言
を
的
中
す
る
最

良
の
道
と
思
う
。

（
令
和
７
年
４
月
K
E
）

　

令
和
７
年
３
月
19
日
午
前
司

令
官
・
渡
邊
浩
海
将
補
率
い
る

実
習
生
１
９
７
名
（
内
女
性
30

名
）
を
乗
せ
た
練
習
艦
隊
「
う

ら
が
」「
て
る
づ
き
」「
う
み
ぎ

り
」「
し
ま
か
ぜ
」
４
隻
は
神

戸
市
阪
神
基
地
隊
岩
壁
に
そ
の

勇
姿
を
現
し
た
。
大
阪
防
衛
協

会
は
歓
迎
行
事
を
協
賛
す
る
と

と
も
に
乗
員
全
員
に
大
阪
名
物

「
ど
ら
焼
き
」
を
贈
っ
た
。

　

実
習
生
は
３
日
間
の
関
西
に

お
け
る
各
種
研
修
を
終
え
、
22

日
早
朝
神
戸
か
ら
出
航
し
た
。

▽
練
習
艦
隊
歓
迎
・
壮
行
会

　
19
日
夕
、大
阪
（
天
王
寺
区
）

市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
関
西

水
交
会
主
催
で
「
練
習
艦
隊
歓

迎
の
夕
べ
・
壮
行
会
」
が
行
わ

れ
、
約
２
０
０
名
の
実
習
生
が

「
軍
艦
マ
ー
チ
」
の
手
拍
子
で

入
場
、
歓
迎
の
辞
の
後
、
実
習

生
紹
介
の
後
開
宴
し
た
。
日
本

国
を
代
表
す
る
若
い
海
軍
士
官

を
囲
ん
で
話
の
花
が
咲
い
た
。

▽
艦
上
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　

さ
ら
に
翌
20
日
夕「
歓
迎
の
夕
」

出
席
者
へ
の
返
礼
と
し
て
練
習
艦

隊
司
令
官
か
ら
艦
上
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
招
か
れ
、
神
戸
の
夜
景
を
見

な
が
ら
盛
会
裡
に
行
わ
れ
た
。

▽
遠
洋
航
海

　

22
日
早
朝
、
練
習
艦
隊
は
神

戸
港
を
後
に
し
て
約
２
か
月
間

国
内
各
地
を
巡
る
近
海
実
習
訓

練
を
終
え
、
約
５
カ
月
の
遠
洋

航
海
に
出
発
す
る
。

日
本
国
遠
洋
練
習
艦
隊

　
　

航
海
の
無
事
を
祈
る
！

海
上
自
衛
隊
練
習
艦
隊
歓
迎
行
事

事
業
の
概
要
に
つ
い
て

☆
防
衛
装
備
展
示
エ
リ
ア
で
は

・
陸
上
自
衛
隊
16
式
機
動
戦
闘
車

（
16
M
C
V
）・
Ｎ
Ｂ
Ｃ
偵
察
車
・

03
式
中
距
離
対
空
誘
導
弾
・
中

距
離
多
目
的
誘
導
弾
・
81
式
単

距
離
地
対
空
誘
導
弾
・
攻
撃
ヘ
リ

A
H
︲
S
（
コ
ブ
ラ
）・
新
野
外

通
信
広
域
用
監
視
装
置
・
新
野

外
通
信
シ
ス
テ
ム
・
07
式
機
動
支

援
橋
・
92
式
浮
橋
・
野
外
炊
事

１
号
・
航
空
自
衛
隊
待
機
車
等

☆
訓
練
等
の
展
示
で
は

　

 

陸
上
自
衛
隊
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
隊
に

よ
る
ビ
ル
屋
上
の
懸
垂
降
下
訓
練
、

中
部
方
面
音
楽
隊
演
奏
、
信
太
山

部
隊
の
菊
水
太
鼓
演
奏
及
び
格
闘

技
の
展
示
が
盛
り
上
げ
、
炊
事
車

に
よ
る
豚
汁
の
炊
き
出
し
が
大
人

気
と
な
り
、
長
い
行
列
が
で
き
た
。

（１）
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令
和
７
年
（
２
０
２
５
年
）
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
、

ま
た
戦
後
80
年
目
を
迎
え
る
節
目

の
年
と
な
り
ま
す
︒

　

昨
年
１
月
１
日
に
は
能
登
半
島

大
地
震
が
起
こ
り
、
今
も
現
地
は

復
興
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
︒
ま
た
海
外
に
目
を

向
け
れ
ば
、
昨
年
後
半
に
は
米
国

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
大
規
模
な

山
火
事
が
発
生
す
る
な
ど
、
国
内

外
で
防
災
体
制
を
し
っ
か
り
と
整

え
て
い
く
こ
と
︒
す
な
わ
ち
自
助
、

共
助
、
公
助
そ
し
て
自
立
が
極
め

て
重
要
に
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
︒
我
が
国
に
お
い
て
、
大

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
の
が
自
衛
隊
で
す
︒

　

62
年
前
の
昭
和
38
年
１
月
、
北

陸
地
方
一
帯
を
襲
っ
た
豪
雪
に
際

し
、自
衛
隊
が
災
害
派
遣
出
動
し
、

約
１
个
月
に
わ
た
り
献
身
的
な
働

き
を
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
世
情

は
自
衛
隊
を
快
く
思
わ
な
い
情
勢

が
大
勢
を
占
め
て
い
た
時
代
で
、

自
衛
隊
の
働
き
も
あ
ま
り
感
謝
さ

れ
ず
任
務
を
終
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
︒

　

今
回
は
、
大
阪
防
衛
協
会
の
機

関
紙
﹁
ま
も
り
﹂
に
掲
載
さ
れ
た

文
章
を
も
と
に
、
昨
年
設
立
60
周

年
を
迎
え
た
私
ど
も
協
会
設
立
の

経
緯
と
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
自
衛
隊
の
﹁
38
豪
雪
災
害
派
遣
﹂

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
︒

■
「
38
豪
雪
災
害
派
遣
」
と

　 

大
阪
防
衛
協
会
の
設
立
の
経
緯

　
１
９
６
２
年
（
昭
和
37
年
）
12

月
末
か
ら
翌
年
２
月
中
頃
ま
で
、

北
陸
を
中
心
に
東
北
か
ら
九
州

に
か
け
て
広
い
範
囲
で
降
雪
が
続

い
て
い
ま
し
た
︒
積
雪
は
北
陸
地

方
で
４
ｍ
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
鉄
道
は
止
ま
り
、
道
路
も
除

雪
が
追
い
つ
か
ず
、
孤
立
す
る
集

落
も
出
て
い
ま
し
た
︒
ま
た
、
積

雪
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
被
害
も
相

次
い
で
い
ま
し
た
︒

　

２
月
18
日
に
災
害
対
策
本
部
が

ま
と
め
た
報
告
に
よ
る
と
、
豪
雪

に
よ
る
死
者
は
１
５
６
人
、
行
方

不
明
者
は
９
人
で
、
鉄
道
、
道
路

の
除
雪
に
要
し
た
人
員
は
60
万
人

で
あ
り
ま
し
た
︒

　

自
衛
隊
は
１
月
18
日
か
ら
２
月

20
日
ま
で
の
間
、 

第
10
師
団
、
第

12
師
団
を
先
発
派
遣
し
た
の
に
続

い
て
第
１
、
３
、
13
師
団
や
北
部

方
面
隊
の
雪
上
車
部
隊
ま
で
投
入

し
て
大
規
模
な
復
旧
作
業
に
従
事

し
ま
し
た
︒
出
動
人
員
は
計
７
万

５
千
人
に
上
り
、
雪
害
で
は
過
去

最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
︒ 

　

救
援
活
動
は
後
に
﹁
38
豪
雪
災

害
派
遣
﹂と
名
付
け
ら
れ
る
な
ど
、

自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
歴
史
に
残

る
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
︒

　

当
時
の
新
聞
は
、
自
衛
隊
に

よ
る
﹁
38
豪
雪
災
害
派
遣
﹂
に

つ
い
て
、
全
体
的
に
は
肯
定
的

に
報
じ
て
い
ま
す
︒
例
え
ば
、 

38

年
３
月
24
日
の
朝
日
新
聞
﹁
豪

雪
と
自
衛
隊
﹂
と
い
う
記
事
で

は
、﹁
こ
ん
ど
の
豪
雪
で
自
衛
隊

の
目
ざ
ま
し
い
活
動
は
す
で
に

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
﹂
と
伝
え

た
上
で
、 

三
条
市
の
助
役
と
長
岡

市
の
建
設
部
長
の
﹁
自
衛
隊
が
行

く
と
皆
が
安
心
す
る
﹂
と
い
う
感

謝
の
言
葉
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

し
か
し
一
方
で
、﹁﹃
自
衛
隊
は

災
害
派
遣
の
場
合
、
国
鉄
や
一
級

国
道
な
ど
派
手
な
場
所
に
行
き
た

が
る
︒
現
場
の
え
り
好
み
を
す
る

傾
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
﹄
と

か
﹃
私
鉄
の
除
雪
に
出
動
が
遅

か
っ
た
﹄
等
と
の
不
満
の
声
も
一

部
に
は
あ
っ
た
﹂
と
も
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
は
、
自
衛
隊
に
対
し
て

﹁
感
謝
ど
こ
ろ
か
当
時
の
新
聞
は

ニ
コ
ヨ
ン
部
隊
が
来
た
と
い
う
よ

う
な
表
現
を
し
た
り
、
そ
ん
な
の

に
お
茶
一
つ
出
す
必
要
な
い
と
い

う
く
ら
い
の
冷
遇
を
受
け
た
地
方

も
あ
っ
た
﹂
と
い
う
自
衛
隊
に
対

す
る
こ
う
し
た
否
定
的
な
報
道
も

あ
り
、
関
西
の
財
界
人
を
大
い
に

刺
激
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
︒

　

関
西
経
済
連
合
会
（
関
経
連
）

の
当
時
の
会
長・阿
部
孝
次
郎（
東

洋
紡
績
会
長
）
は
、﹁
そ
ん
な
馬

鹿
な
こ
と
が
あ
る
か
、
自
分
の
と

こ
ろ
の
交
通
を
開
き
に
行
っ
て
い

る
の
に
自
衛
官
が
可
哀
想
で
は
な

い
か
︒ひ
と
つ
激
励
し
て
や
ろ
う
﹂

と
述
べ
た
と
い
い
ま
す
︒

　

他
に
も
﹁
こ
ん
な
非
常
識
な
こ

と
、
人
道
に
反
す
る
よ
う
な
こ
と

が
許
さ
れ
て
良
い
も
の
か
、
こ
の

よ
う
な
空
気
が
日
本
の
各
地
に
蔓

延
し
、
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
け

ば
大
変
な
こ
と
に
な
り
、
や
が
て

は
日
本
の
国
は
亡
び
て
し
ま
う
の

で
は
な
か
ろ
う
か
﹂
と
ま
で
主
張

す
る
役
員
も
出
て
き
た
と
い
い
ま

す
︒
こ
う
し
て
関
経
連
の
役
員
を

中
心
に
、
募
金
に
よ
っ
て
自
衛
隊

を
支
援
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
強

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
︒
自
衛
隊
支

援
の
た
め
の
募
金
は
当
時
の
関
経

連
業
務
部
長
・
高
橋
弥
次
郎
の
も

と
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒

■ 

集
ま
っ
た
募
金
を
池
田
勇
人

首
相
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た

　

募
金
は
順
調
に
進
み
、
目
標
額

の
倍
以
上
の
１
２
０
０
万
円
が
集

ま
り
ま
し
た
︒
そ
の
後
、
阿
部
孝

次
郎
関
経
連
会
長
、
大
原
総
一
郎

関
経
連
副
会
長
、
工
藤
友
恵
関
経

連
常
任
理
事
ら
が
志
賀
防
衛
庁
長

官
と
面
会
し
、
集
ま
っ
た
１
２
０

０
万
円
を
慰
問
金
と
し
て
手
渡
し

ま
し
た
︒
と
こ
ろ
が
、
金
額
が
あ

ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
た
め
、
志

賀
防
衛
庁
長
官
は
池
田
勇
人
首
相

に
報
告
し
、
阿
部
ら
は
首
相
官
邸

へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　

事
の
経
緯
を
聞
い
た
池
田
は

深
々
と
頭
を
下
げ
、﹁
関
西
の
財

界
人
に
対
し
て
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
た
い
、
こ
の
こ
と
は
災
害

に
出
動
し
た
全
隊
員
に
伝
達
す

る
こ
と
に
す
る
︒
し
か
し
、
こ
の

お
金
は
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
﹂
と
述
べ
た
の
で
し
た
︒

　

池
田
が
受
取
り
を
辞
退
し
た
背

景
に
は
、
当
時
、
共
産
党
や
社
会

党
な
ど
か
ら
国
防
問
題
は
す
べ
て

反
対
さ
れ
て
お
り
、
国
会
で
批
判

さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
と
い
う

事
情
が
あ
り
ま
し
た
︒
結
局
、
１

２
０
０
万
円
は
、
若
干
の
金
利
を

付
け
て
元
の
寄
付
者
に
返
却
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

　

高
橋
は
、
集
ま
っ
た
金
額
が
１

２
０
０
万
円
も
の
大
金
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
財
界
と
自
衛
隊
が
癒

着
し
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
る
お
そ

れ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
に
至
り
ま
し
た
︒

　

さ
ら
に
田
熊
幕
僚
長
も
、﹁
こ

れ
が
防
衛
協
会
や
協
力
会
と
い
っ

た
自
衛
隊
の
応
援
団
体
か
ら
の
も

の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
﹂
と
の
考
え
に

至
り
ま
し
た
︒
そ
し
て
﹁
こ
れ
を

機
会
に
、
ぜ
ひ
大
阪
に
こ
れ
に
類

し
た
団
体
を
作
っ
て
も
ら
え
な
い

か
﹂
と
高
橋
に
要
請
し
ま
し
た
︒

　

高
橋
は
、
当
時
大
阪
府
知
事

で
あ
っ
た
左
藤
義
詮
と
面
識
が
あ

り
、
左
藤
は
す
で
に
関
経
連
を
中

心
に
防
衛
協
会
設
立
の
動
き
が

あ
る
こ
と
を
中
部
方
面
総
監
部
か

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
︒
そ
し
て
直

接
高
橋
に
電
話
し
、﹁
ぜ
ひ
大
阪

に
防
衛
協
会
を
創
っ
て
も
ら
い
た

い
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
何
で

も
協
力
す
る
か
ら
遠
慮
な
く
言
っ

て
ほ
し
い
﹂と
言
っ
た
そ
う
で
す
︒ 

■
松
下
幸
之
助
を
初
代
会
長
に

　

そ
の
後
、
設
立
委
員
会
が
開
か

れ
、
阿
部
孝
次
郎
（
東
洋
紡
績
・

関
経
連
会
長
）、太
田
垣
士
郎
（
関

西
電
力
会
長
）、
土
井
正
治
（
住

友
化
学
工
業
会
長
）、
谷
口
豊
三

郎（
東
洋
紡
績
社
長
）、鈴
木
剛（
朝

日
放
送
社
長
）、
大
原
総一郎
（
倉

敷
レ
ー
ヨ
ン
）、
松
原
与
三
松
（
日

立
造
船
会
長
）、
堀
田
庄
三
（
住

友
銀
行
頭
取
）、
渡
辺
忠
雄
（
三

和
銀
行
会
長
）、
寺
尾
威
夫
（
大

和
銀
行
頭
取
）、
工
藤
友
恵
ら
が

松
下
幸
之
助
を
推
薦
し
ま
し
た
︒

　

し
か
し

松
下
は
、

﹁
こ
の
大
任

は
自
分
で

は
荷
が
重

過
ぎ
る
︒
関
経
連
が
主
に
やって
貰

い
た
い
﹂
と
返
答
し
ま
し
た
︒
そ

こ
で
﹁
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

我
々
が
応
援
し
ま
す
﹂
と
説
得
し

た
結
果
、
当
初
は
断
わって
い
た
松

下
も
承
諾
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
︒

■
大
阪
防
衛
協
会
の
誕
生
　

　

こ
う
し
て
昭
和
39
年
（
１
９
６

４
年
）
２
月
24
日
、
大
阪
防
衛
協

会
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
︒
創
立
総

会
は
大
阪
・
中
之
島
の
関
西
電
力

関
電
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
関
経

連
加
盟
の
各
人
諸
団
体
、
文
化
人

来
賓
一
般
来
場
者
な
ど
約
６
０
０

名
が
集
ま
り
ま
し
た
︒

　

創
立
総
会
で
は
経
過
報
告
、
会

規
の
審
議
に
続
い
て
、
会
長
に
選
ば

れ
た
松
下
幸
之
助
に
よ
る
就
任
の
挨

拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

挨
拶
の
中
で
松
下
は
、﹁
敬
意
と

感
謝
と
熱
意
を
傾
け
て
こ
れ
に
参

与
す
る
の
が
わ
れ
わ
れ
の
当
然
の
義

務
で
あ
り
、
同
時
に
当
然
の
権
利

で
あ
る
﹂
さ
ら
に
﹁
自
衛
は
天
の
命

ず
る
と
こ
ろ
︒
我
々
は
み
づ
か
ら
を

守
り
、
町
を
守
り
、
社
会
を
守
り
、

国
を
守
って
、
そ
し
て
共
同
の
繁
栄

を
裏
づ
け
て
い
く
と
こ
ろ
に
自
衛
の

本
旨
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒
も
し
こ

れ
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
天
の
意

思
、
自
然
の
摂
理
に
反
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
︒﹁
自
分
の

国
は
自
分
で
守
る
﹂
と
い
う
健
全
な

精
神
と
気
概
を
も
つこ
と
が
大
き
な

抑
止
力
と
な
り
、そ
の
気
概
と
覚
悟

を
示
す
手
段
が
大
阪
防
衛
協
会
の

存
在
意
義
で
あ
る
と
考
え
ま
す
︒﹂

と
述
べ
、
自
衛
隊
支
援
と
防
衛
思
想

の
普
及
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
︒ 

　

な
お
大
阪
防
衛
協
会
が
発
足

す
る
前
に
は
自
衛
隊
が
駐
屯
す

る
地
域
に
お
い
て
自
衛
隊
協
力

会
、
防
衛
協
会
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
が
大
阪
防
衛
協
会
創
立

後
、
各
都
道
府
県
で
防
衛
協
会

設
立
が
活
発
と
な
り
、
そ
の
25

年
後
の
平
成
元
年
に
全
国
防
衛

協
会
連
合
会
が
発
足
し
ま
し
た
︒

■
歴
代
会
長
と
そ
の
後
の
活
動

　

そ
の
後
、
大
阪
防
衛
協
会
は
初

代
会
長
：
松
下
幸
之
助
（
松
下
電

器
産
業
）、
第
２
代
会
長
：
阿
部
孝

次
郎
（
東
洋
紡
績
）、第
３
代
会
長
：

新
井
正
明
（
住
友
生
命
保
険
）、
第

４
代
会
長
：
宇
野
收
（
東
洋
紡
績
）、

第
５
代
会
長
：
小
林
公
平
（
阪
急

電
鉄
）、
第
６
代
会
長
：
井
上
礼
之

（
ダ
イ
キ
ン
工
業
）（
現
）の
歴
代
会
長
、

歴
代
理
事
及
び
会
員
（
特
別
会
員
、

賛
助
会
員
、
普
通
会
員
、
女
性
部
、

青
年
部
の
分
類
で
構
成
、
約
１
３
０

０
名
）
の
熱
心
な
ご
支
援
と
ご
協
力

に
支
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

運
営
し
てい
ま
す
︒

　

発
足
当
時
か
ら
続
い
て
い
る
各
種

事
業
は
、
会
員
総
会
と
講
演
会
、Ｐ

Ｋ
Ｏ
・
派
遣
部
隊
等
の
激
励
慰
問
、

女
性
部
に
よ
る
入
院
患
者
見
舞
と

女
性
自
衛
官
の
激
励
・
見
舞
（
女

性
自
衛
官
昭
和
59
年
以
降
）、
練
習

艦
隊
等
歓
迎
行
事
、
殉
職
隊
員
慰

霊
と
遺
族
の
お
見
舞
い
、
自
衛
隊
各

種
記
念
行
事
の
主
催
・
協
賛
、
中
部

方
面
隊
創
隊
記
念
式
典
に
お
い
て
は

会
長
が
祝
辞
を
述
べ
隊
員
を
激
励

す
る
と
同
時
に
国
防
意
識
の
高
揚

を
図ってい
ま
す
︒平
成
７
年
の
阪
神・

淡
路
大
震
災
、
平
成
23
年
東
日
本

大
震
災
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
等
災
害
派
遣
部
隊
に
対
す
る
激

励
慰
問
を
実
施
し
ま
し
た
︒

　

こ
れ
か
ら
も
、
関
西
地
域
の
み

な
ら
ず
日
本
の
防
衛
、
防
災
の一

助
と
な
る
べ
く
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
︒

■
会
員
総
会
に
お
け
る
講
演
者

松
下
幸
之
助（
会
長
）植
村
穣（
元

陸
軍
中
将
）市
村
真一（
阪
大
教
授
）

石
原
慎
太
郎
（
作
家
）
高
田
好
胤

（
薬
師
寺
管
長
）
朝
比
奈
隆
（
関

西
フ
ィ
ル
指
揮
者
）塚
本
幸一（
ワ
コ
ー

ル
会
長
）
日
向
方
斎
（
住
友
金
属

工
業
社
長
）
阿
部
幸
次
郎
（
東
洋

紡
績
会
長
）
新
井
正
明
（
住
友
相

互
保
険
会
長
）

３
頁
に
続
く
↖

 　
　
　

財
界
人
は
な
ぜ
自
衛
隊
を
応
援
し
た
か
？

大
阪
防
衛
協
会
常
任
理
事 

兼 

事
務
局
長

蛯
原 

康
治

本
文
は
企
業
経
営
者
で
構
成
す
る
清
話
会
か
ら

取
材
を
受
け
、
そ
の
機
関
誌
﹁
先
見
経
済
﹂
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
︒

昭和38年1月新潟県長岡市内（約3m）
雪かき作戦前の陸自隊員

令和6年1月1日能登半島地震で活動する
陸自隊員

大
阪
防
衛
協
会
設
立
60
周
年
に
寄
せ
て

（２）
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　「
武
士
道
と
い
ふ
は

　
死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
」

　

こ
の
『
葉
隠
』
の
言
葉
に
象
徴
さ

れ
る
「
武
の
精
神
」
が
、
江
戸
中

期
の
平
和
な
時
代
に
は
“
危
険
思

想
”
と
み
な
さ
れ
禁
書
扱
い
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
『
葉は

が
く
れ隠
』
に
強
烈
な
感
化
を

受
け
、一般
人
か
ら
は
多
大
な
誤
解

を
受
け
て
い
る
大
作
家
・
三
島
由
紀

夫
も
、
そ
の
死
に
様
が
「
東
京・市
ヶ

谷
の
陸
上
自
衛
隊
東
部
方
面
総
監

部
で
割
腹
自
殺
」
と
い
う
表
面
的

な
事
例
だ
け
で
、
彼
の
内
面
的
精
神

ま
で
を
も
判
断
し
よ
う
と
す
る
心
の

浅
い
人
間
が
多
い
の
に
辟へ

き
え
き易

と
し
ま

す
。
三
島
由
紀
夫
本
人
も
、「
戦
争

時
代
が
終
わ
っ
た
後
で
、
か
え
って
私

の
中
で
光
を
放
ち
だ
し
た
。『
葉
隠
』

は
本
来
そ
の
よ
う
な
逆
説
的
な
本
で

あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
わ
ば
光

の
中
に
置
か
れ
た
発
光
体
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
が
本
当
に
光
を
放
つ
の
は

闇
の
中
だ
。
こ
れ
は
自
由
を
説
い
た

書
物
で
あ
り
、
情
熱
を
説
い
た
書
物

な
の
で
あ
る
。“
武
士
道
と
い
う
は
、

死
ぬ
こ
と
と
見
つ
け
た
り
”
と
い
う

有
名
な一句
以
外
に
『
葉
隠
』
を
よ

く
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
は
、
い
ま

だ
に
、
こ
の
本
に
忌
ま
わ
し
い
フ
ァ
ナ

テ
ィッ
ク
な（
狂
信
的
な
、熱
狂
的
な
）

イ
メ
ー
ジ
を
持
って
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の一句
自
体
が
、
こ
の

本
全
体
を
象
徴
す
る
逆
接
故
に
、
私

が
こ
の
本
か
ら
生
き
る
力
を
与
え
ら

れ
る
最
大
の
理
由
な
の
だ
」
と
言
い
、

戦
後
、
小
説
家
と
し
て
出
発
し
ま
し

た
。さ
ら
に
、「
犬け

ん
じ
ゅ
て
き

儒
的（
冷
笑
的
な
様
。

シ
ニ
カ
ル
）
な
逆
説
で
は
な
く
、
行
動

の
知
恵
と
決
意
が
自お

の
ず

ず
と
逆
説
を
生

ん
で
ゆ
く
。
類
の
な
い
不
思
議
な
道

徳
書
。
い
か
に
も
精
気
に
あ
ふ
れ
、
い

か
に
も
明
朗
な
、
人
間
的
な
書
物
で

あ
る
」
と
、感
動
的
に
語って
い
ま
す
。

▼
「
葉
隠
」
の
背
景

　
『
葉
隠
』
は
、
江
戸
時
代
中
期
に

肥
前
国
（
佐
賀
）
鍋
島
藩
士
・
山

本
神じ

ん

右う

衛え
も
ん門
常つ

ね

朝と
も

が
武
士
と
し
て
の

心
得
を
口
述
し
、
そ
れ
を
同
藩
士
の

田た
し
ろ代
又ま

た

左ざ

衛え
も
ん門
陳つ

ら
も
と基

が
そ
れ
を
聞
き

取
り
記
述
し
た
も
の
（
聞き

き
が
き書

）
で
す
。

　

書
名
の
由
来
は
、『
葉
隠
』
と
は

“
葉は

が
く
れ蔭

”
か
ら
転
じ
た
も
の
で
「
見

え
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
言

葉
」
で
あ
る
た
め
に
、「
蔭か

げ

の
奉
公

を
大
儀
と
す
る
」
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う「
葉
」

は「
言
の
葉（
＝
言
葉
）」を
意
味
し
、

藩
主
に
仕
え
る
者
の
心
構
え
と
佐

賀
藩
の
歴
史
や
習
慣
に
関
す
る
知

識
を
集
め
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
に
は
「
朝
毎
に
懈か

い
た
い怠
な
く

（
怠
け
る
こ
と
な
く
）
死
し
て
（
忘
れ

て
）
置
く
べ
し
」
と
す
る
な
ど
常
に

己
の
生
死
に
か
か
わ
ら
ず
、
正
し
い

決
断
を
せ
よ
と
説
き
ま
し
た
。
江
戸

の
初
め
の
頃
は
、
幕
府
は
儒
教
的
な

服
従
と
秩
序
と
規
律
の
価
値
を
重
視

し
て
い
た
た
め
、
武
士
は
役
人
と
し
て

の
仕
事
に
あ
く
せ
く
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
山
本
常
朝
が
生
ま
れ
た
鍋
島

藩
は
、
江
戸
か
ら
遠
かっ
た
た
め
に
そ

の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
に
す
み
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、
名
誉
心
や
忠
誠

心
が
い
や
が
上
に
も
賛
美
さ
れ
、
単

に
有
用
な
だ
け
の
才
能
は
軽
蔑
さ
れ

て
い
る
風
が
あ
り
ま
し
た
。
文
中
で

は
鍋
島
藩
祖
・
鍋な

べ
し
ま島
直な

お
し
げ茂

を
武
士
の

理
想
像
と
し
て
提
示
し
て
い
ま
す
。

▼
正
氣
の
出
逢
い

　

さ
て
、
時
は
江
戸
時
代
中
期
の

宝
永
七
年
（
1
7
1
0
年
）
鍋
島

藩
祐ゆ

う
ひ
つ
や
く

筆
役
を
堅
物
過
ぎ
る
（
真
面

目
過
ぎ
る
）
故
に
、
任
を
解
か
れ

た
藩
士
・
田
代
陳
基
が
失
意
の
内

に
病
が
ち
に
な
り
、
領
内
を
去
ろ

う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
へ
田
代
の
元
同
僚
の
先
輩
で

あ
る
金か

な
ま
る
ぐ
ん

丸
郡
右う

え
も
ん

衛
門
が
訪
ね
て
き

て
、「
決
し
て
血
気
に
逸は

や

っ
て
は
な

ら
ぬ
。
ま
だ
お
主
は
武
士
道
の
覚
悟

や
お
家
へ
の
真
の
ご
奉
公
は
分
か
っ

て
お
ら
ん
。
そ
こ
で
真
の
武
人
と
は

と
い
う
こ
と
を
知
り
た
い
と
は
思
わ

ん
か
」
と
、
優
し
く
話
し
か
け
る
の

で
し
た
。
陳つ

ら
も
と基

は
、「
私
は
、
心
か

ら
お
家
の
お
役
に
立
つ
人
間
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

　

す
る
と
郡
右
衛
門
は
、「
よ
し
分
かっ

た
。
そ
れ
な
ら
山
本
常
朝
殿
に
会
え
。

山
本
殿
は
、
も
う
隠
居
な
さって
浮
世

を
離
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
今
も
多
く
の

人
に
慕
わ
れ
る
侍
の
鏡
の
よ
う
な
お
方

じ
ゃ
。
お
主
の
身
体
が
治
り
次
第
そ
こ

へ
行
く
が
よ
い
！
」
一抹
の
不
安
を
抱

え
な
が
ら
も
、
陳
基
は
常
朝
の
と
こ
ろ

に
行
く
と
、「
金
丸
殿
か
ら
の
便
り
で

話
は
承
知
し
て
お
る
。
お
家
の
奉
公

人
も
昔
と
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
質
が
低
い

者
が
増
え
た
よ
う
じ
ゃ
な
。
私
が
世

捨
て
人
に
な
っ
た
の
は
四
十
二
歳
の
時

じ
ゃった
。
あ
れ
か
ら
十
年
に
な
る
が
、

世
捨
て
人
の
私
を
慕
って
多
く
の
人
々

が
来
て
く
れ
て
い
る
故
、
現
世
に
背
を

向
け
る
こ
と
な
く
気
を
配
って
お
る
の

で
、
お
家
の
こ
と
は
手
に
取
る
よ
う
に

知
って
お
る
。
先
ず
、
我
が
藩
の
苦
労

の
歴
史
か
ら
語
ろ
う
。」
と
、
常
朝
は

陳
基
に
鍋
島
藩
の
成
り
立
ち
か
ら
話

し
始
め
た
と
こ
ろ
、
陳
基
は
そ
れ
ま
で

の
藩
で
の
職
業
柄
（
祐
筆
役
）
な
ん

で
も
書
き
付
け
て
ま
と
め
て
お
く
性

質
故
、
常
に
書
道
具一式
を
携
え
て
い

て
、
常
朝
の
口
述
を
シッ
カ
リ
と
唐
様

（
達
筆
）
で
認し

た
ため

た
の
で
し
た
。

　

そ
の
真
摯
な
陳
基
の
態
度
に
常

朝
も
共
感
し
、
以
後
山
本
常
朝
は
、

自
分
の
生
き
様
か
ら
抽
出
し
た
鍋

島
藩
の
成
り
立
ち
や
歴
史
、
そ
し

て
時
が
経
て
ば
堕
落
す
る
人
間
の

愚
か
さ
の
改
善
法
な
ど
、
思
い
の

丈
を
陳
基
に
、
堰せ

き

の
切
れ
た
大
河

の
如
く
口
述
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

▼
現
代
に
生
き
る
『
葉
隠
』

　

令
和
の
時
代
の
今
も
、
日
本
の
世

相
は
恰あ

た
か

も
『
葉
隠
』
が
予
見
し
た
よ

う
な
形
に
移
り
変
わって
い
ま
す
。
現

在
の
日
本
に
、
も
は
や
武
士
は
な
く
、

戦
争
も
な
く
、
経
済
は
世
界
水
準
を

凌
駕
し
て
先
進
国
の
中
で
も
類
い
希

な
る
発
展
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
太
平
ム
ー
ド
が
み
な
ぎ
り
、
青

年
た
ち
は
退
屈
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。『
葉
隠
』
を
精
査
し
て
ゆ

く
と
分
か
り
ま
す
が
、
こ
の
中
の
文

言
は
総
て
相
互
解
釈
で
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
逆
説
的
な
本
な
の

で
す
。『
葉
隠
』
が
“
黒
”
と
い
っ

て
い
る
と
き
に
は
、
必
ず
そ
の
後

ろ
に“
白
”が
あ
る
の
で
す
。『
葉
隠
』

が「
花
が
赤
い
」と
い
う
時
に
は「
花

は
白
い
」
と
い
う
世
論
が
あ
り
、『
葉

隠
』
が
「
こ
う
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
と
き
に
は
、
あ
え
て
そ
の

よ
う
に
し
て
い
る
世
相
が
あ
る
の

で
す
。
そ
れ
や
こ
れ
や
を
考
え
る

と
、
現
代
も
『
葉
隠
』
と
い
う
あ

の
厳
し
い
本
の
背
後
に
広
が
っ
て

い
る
そ
の
内
容
と
は
反
対
の
世
相
、

現
在
も
、
日
本
人
が
太
平
の
世
に

対
し
て
示
す
反
応
と
同
じ
反
応
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、『
葉
隠
』
の
中
に
も
書

い
て
あ
る
よ
う
に
、
当
時
も
「
芸

能
人
の
時
代
」
で
し
た
。

　
「一芸
に
秀
で
た
者
は
、
そ
の一芸
に

よ
っ
て
社
会
の
喝
采
を
浴
び
る
」
の

で
す
が
、
同
時
に
、
如
何
に
派
手
に
、

如
何
に
巨
大
に
振
る
舞
お
う
と
し
て

も
、
社
会
の
全
体
像
を
忘
れ
て
、一つ

の
歯
車
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
、
や
が
て
虚

飾
が
バ
レ
て
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

事
態
に
陥
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
現

在
の
マ
ス
コ
ミ
の
在
り
方
（
も
し
か
し

て
、
政
府
も
）
が
こ
れ
に
当
た
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。『
葉
隠
』
は
、「
芸

は
身
を
助
く
る
と
云
う
は
他
方
の
侍

の
事
な
り
。
御
当
家
の
侍
は
、
芸
は

身
を
滅
ぼ
す
な
り
」
と
喝
破
し
て
い

ま
す
。

　

で
す
か
ら
、「
武
士
で
あ
る
以

上
、
最
大
の
努
力
の
下
に
精
一
杯

生
き
る
こ
と
」
で
武
人
の
智
恵
を

知
ら
し
め
る
こ
と
が
肝
要
だ
と

言
っ
て
い
る
の
で
す
。

連
載
エ
ッ
セ
イ
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暮
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條
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齢
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伸
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）
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ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

�

以
上

　

30
年
近
く

前
、
ス
ト
ー

カ
ー
被
害
に

遭
い
、「
自
分
」
と
「
自
国
」
と

の
次
元
は
違
う
が
「
防
衛
」
に
共

通
点
を
感
じ
、
大
阪
防
衛
協
会
に

入
れ
て
い
た
だ
い
た
。

　

以
後
も
不
審
な
電
話
や
出
来

事
の
た
び
に
、
件
の
加
害
男
性

で
は
？
と
疑
念
を
抱
い
た
が
、
昨

秋
、
あ
る
筋
か
ら
そ
の
死
亡
を

知
っ
た
。
３
年
前
、
66
歳
で
の
急

死
だ
が
原
因
は
不
明
。
や
は
り
彼

を
嫌
う
女
性
数
学
者
に
伝
え
る
と

「
や
っ
ぱ
り
殺
さ
れ
た
の
？
今
夜

は
祝
杯
だ
わ
！
」
と
大
喜
び
の
反

応
。

　

正
直
、
私
も
安
堵
し
た
。

　

さ
て
世
の
常
と
し
て
、
被
害
者

に
も
非
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で

あ
る
。

　

確
か
に
、
家
庭
も
博
士
号
も
あ

る
旧
財
閥
系
Ｍ
社
の
エ
リ
ー
ト
課

長
か
ら
、
彼
の
上
司
（
役
員
）
を

交
え
て
の
会
食
や
、
社
内
研
修
講

師
に
と
誘
わ
れ
る
と
、
私
だ
っ
て
、

常
識
程
度
に
は
愛
想
良
く
振
る

舞
っ
た
。
ま
さ
か
、
そ
の
後
、
ス

ト
ー
カ
ー
に
化
す
と
は
！

　

M
社
人
事
に
通
報
す
る
と
、
私

に
協
力
し
て
く
れ
、
表
立
っ
た
彼

の
行
動
は
お
さ
ま
っ
た
が
、
陰
湿

な
嫌
が
ら
せ
は
し
ば
ら
く
続
い

た
。
Ｍ
社
で
の
出
世
道
が
閉
ざ
さ

れ
た
の
だ
か
ら
、
逆
恨
み
し
た
の

だ
ろ
う
。
某
大
学
へ
転
職
を
試
み

る
も
落
と
さ
れ
た
ら
し
い
。
い
っ

ぽ
う
私
は
、
44
歳
で
教
授
に
昇
進

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
自
分

の
行
動
や
住
所
等
の
開
示
に
危
険

を
感
じ
、
た
と
え
ば
マ
ン
シ
ョ
ン

玄
関
に
は
表
札
を
付
け
て
い
な
い
。

　

思
い
返
せ
ば
高
校
の
通
学
時
、

私
は
護
身
用
に
刃
渡
り
３
セ
ン
チ

く
ら
い
の
小
さ
な
ナ
イ
フ
を
携
帯

し
て
い
た
。
神
戸
女
学
院
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
寂
し
い
山
道
を
一
人
で

帰
る
と
き
、
も
し
変
質
者
が
襲
っ

て
き
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
を

負
わ
せ
、
ひ
る
ま
せ
て
逃
げ
る
つ

も
り
だ
っ
た
。幸
い
杞
憂
に
終
わ
っ

た
が
、
70
年
代
の
女
子
高
生
で
す

ら
自
衛
方
法
を
考
え
た
の
だ
。

　

そ
ん
な
我
々
世
代
に
と
っ
て

は
、
若
い
女
性
が
泥
酔
す
る
ま
で

飲
酒
す
る
な
ど
自
己
管
理
能
力

及
び
自
衛
力
欠
如
も
は
な
は
だ
し

い
！
（
つ
い
で
な
が
ら
Ｋ
政
党
の

Ｔ
氏
の
不
倫
も
、
危
機
管
理
能
力

欠
如
を
示
し
て
い
る
。
ハ
ニ
ー
ト

ラ
ッ
プ
の
餌
食
候
補
だ
）

　

さ
て
コ
ロ
ナ
禍
中
、
駅
階
段
の

手
す
り
で
感
染
す
る
の
を
恐
れ
る

従
姉
を
、
私
は
こ
う
脅
し
た
。「
シ

ニ
ア
に
は
手
す
り
を
使
わ
ず
転

倒
、
骨
折
の
リ
ス
ク
の
ほ
う
が
高

い
。
病
床
不
足
で
ま
と
も
な
治
療

が
受
け
ら
れ
ず
、
寝
た
き
り
で
痴

呆
に
な
る
か
も
よ
！
」

　

私
は
右
足
が
人
工
股
関
節
な
の

で
、
必
ず
階
段
の
手
す
り
は
使
う
。

自
分
が
大
丈
夫
で
も
、
上
か
ら
誰

か
が
、
何
か
が
転
が
り
落
ち
私
に

当
た
る
か
も
し
れ
な
い
。
ス
マ
ホ

片
手
の
ア
ホ
な
若
者
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
が
増
え
た
ら
な
お
さ
ら
だ
。

な
の
で
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
手

す
り
を
し
っ
か
り
持
つ
。（
こ
れ
ま

た
つ
い
で
な
が
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
は
変
質
者
同
乗
を
想
定
し
て
非

常
ボ
タ
ン
の
近
く
に
陣
取
る
）

　

そ
も
そ
も
歩
き
ス
マ
ホ
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
！

　

目
的
地
ま
で
の
道
は
、
予
め
調

べ
て
覚
え
て
お
く
。
私
が
若
い
頃
、

海
外
の
大
都
会
で
「
旅
行
者
」
は

狙
わ
れ
や
す
か
っ
た
か
ら
、「
地

元
民
」
を
装
う
た
め
路
上
で
地
図

や
カ
メ
ラ
は
バ
ッ
グ
か
ら
出
さ
な

か
っ
た
も
の
だ
。

　

最
近
で
は
、
地
球
温
暖
化
を
口

実
に
、
雨
天
で
な
け
れ
ば
日
傘
を

愛
用
。
目
的
は
日
除
け
で
は
な
く

「
自
転
車
除
け
」
で
あ
る
。

　

本
来
は
車
道
を
走
る
べ
き
自
転

車
が
、
歩
道
を
我
が
物
顔
で
猛
ス

ピ
ー
ド
。
そ
れ
で
も
大
き
な
傘
を

広
げ
て
い
る
と
、
私
に
直
撃
す
る

前
、
傘
が
相
手
の
顔
に
当
た
り
そ

う
に
な
る
か
ら
、
そ
こ
で
倒
れ
る

か
方
向
転
換
す
る
か
、
少
し
は
我

が
身
の
安
全
が
保
て
そ
う
。
ち
な

み
に
雨
傘
は
遠
く
か
ら
で
も
目
立

つ
色
も
の
を
使
用
。
ま
た
傘
は
、

い
ざ
と
い
う
と
き
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
の
要
領
で
武
器
に
も
な
る
。

　

夜
道
に
は
心
強
い
味
方
だ
。

　

と
、
ま
あ
、
私
の
よ
う
な
婆
で

も
自
衛
に
神
経
を
使
っ
て
い
る
と

い
う
の
に
、
近
頃
の
若
い
者
は
！

　

受
験
勉
強
よ
り
身
の
守
り
方
を

学
べ
！
（
と
言
い
た
く
な
る
の
は

年
寄
り
の
証
拠
か
も
？
）

　

悪
気
も
自
衛
意
識
も
な
い
者
た

ち
を
相
手
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
偽
情
報

乱
発
の
選
挙
が
今
年
も
行
わ
れ
る
。

　

こ
ん
な
時
代
の
国
防
は
、
ひ
と

え
に
自
衛
隊
の
皆
様
の
お
か
げ

と
、
感
謝
の
毎
日
で
あ
る
。

 
女
心
の
防
衛
論
　「
自
衛
無
神
経
」
憂
国
論

　
大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授
　
堀ほ
り  

江え  

珠た
ま  

喜き

　
　

（３）
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〇 

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と

い
う
暴
挙
に
で
て
３
年
が
過
ぎ

ま
し
た
が
、
そ
の
和
平
交
渉
の

去
就
が
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

 

昨
年
は
大
阪
防
衛
協
会
設
立
60

周
年
目
を
迎
え
各
種
記
念
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
盛
ん
に
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

〇 

６
月
９
日
㈪
令
和
７
年
度
会
員

総
会
を
実
施
し
ま
す
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
研
究
の
第
１
人
者
岡
部
芳

彦
氏
を
招
き
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
出
席
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〇
大
阪
防
衛
協
会
事
務
局

　

〒
５
４
１
︲
０
０
４
１

　

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三

－

五

－一
九

　
　

淀
屋
橋
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
701
号

　
℡  ・℻
０
６
ー
６
２
０
２
ー
８
２
８
４

事
務
局
だ
よ
り

行
事
メ
モ

 

（
令
和
７
年
４
月
～
７
月
）

☆ 

空
自
一
般
幹
部
候
補
生
入
校
式

（
奈
良
） 

４
月
２
日
㈬ 

● 

全
国
防
衛
協
会
連
合
会
理
事
会

（
東
京
） 

４
月
17
日
㈭

● 

令
和
７
年
度
理
事
会

　
（
大
阪
） 

４
月
22
日
㈫

□
大
津
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事

 

４
月
26
日
㈯

● 

令
和
７
年
度
青
年
部
総
会

　
（
大
阪
） 

５
月
11
日
㈰

□ 

第
３
師
団
・
千
僧
駐
屯
地
創
立

記
念
日
（
伊
丹
） 

５
月
18
日
㈰

● 

全
国
防
衛
協
会
連
合
会
総
会

（
東
京
） 

５
月
21
日
㈬

☆ 

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地
祭

　
（
奈
良
） 

５
月
31
日
㈯

● 

令
和
７
年
度
会
員
総
会 

※
１

（
大
阪
） 

６
月
９
日
㈪

□ 

中
方
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

　
（
西
宮
） 

６
月
13
日
㈮

▼ 

阪
神
基
地
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

（
神
戸
） 

６
月
日
時
未
定

●
共
通
□
陸
自
▽
海
自
☆
空
自

令和７年度自衛官等採用案内

幹部候補生

22歳以上26歳未満の者
（20歳以上22歳未満の者は大卒（見込含）、
修士課程修了者等（見込含）は28歳未満の者）

20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等（見込含）

20歳以上33歳未満の者

7月1日
　～8月29日

①3月1日
　～5月7日
②7月1日
　～9月2日
③9月16日
　～11月21日

①3月1日
　～5月16日
②（陸・空）
　8月1日
　～10月10日

①3月1日
　～5月16日
②（海）8月1日
　～10月10日
③（空）9月16日
　～11月14日

①1月22日
　～4月8日
②5月24日
　～9月11日

①6月3日
　～10月10日
②12月1日
～令和8年1月30日

①4月6日～20日
②9月13日～29日
※いずれか1日を指定されます。

①1次：5月17日～25日
　2次：6月14日～29日
②1次：9月13日～21日
　2次：10月11日～26日
③1次：11月29日～12月4日
　2次：令和8年1月6日～13日
※いずれか1日を指定されます。

①（陸）：6月9日
　（海）：6月13日
　（空）：6月10日～12日
②（陸）：10月31日
　（空）：11月4日～6日

①（陸）：6月9日
　（海）：6月16日
　（空）：6月10日～12日
②（海）：11月10日
　（空）：12月3日～5日

①1次：4月12日・13日
（4月13日は海・空飛行要員のみ）
　2次：6月1日～7日
　3次：（海・空飛行要員のみ）
　（海）：7月3日～7日
　（空）：7月19日～8月8日
②1次：6月14日
　2次：7月26日～8月1日
③1次：10月11日
　2次：11月15日～18日

①6月20日
②11月14日

①1次：4月12日
　2次：6月1日～7日
②1次：6月14日
　2次：7月26日～8月1日

①1次：4月12日
　2次：6月1日～7日
②1次：6月14日
　2次：7月26日～8月1日
③1次：10月11日
　2次：11月15日～18日

①3月1日
　～4月4日
②4月23日
　～6月6日
③（一般）（陸海）
　9月1日
　～9月26日
　（空）
　9月8日
　～9月26日

①3月1日
　～4月4日
②4月23日
　～6月6日
③（陸海）
　9月1日
　～9月26日
　（空）
　9月8日
　～9月26日

①2月1日
　～5月22日
②7月29日
　～10月23日

9月5日～9日

7月1日
　～10月16日

7月1日
　～10月8日

7月1日
　～10月3日

10月1日
　～11月28日

10月1日～
令和8年1月15日

1次：令和8年1月24日・25日
2次：令和8年2月12日～15日
※いずれか1日を指定されます。

1次：10月18日
2次：12月6日・7日
※いずれか1日を指定されます。

1次：10月25日
2次：12月17日～19日
※いずれか1日を指定されます。

1次：11月1日
2次：11月29日～12月3日
※いずれか1日を指定されます。

1次：9月20日
2次：10月25日・26日　　　　　　

1次①：9月20日 ②：9月27日
2次：10月 16日～23日
3次：（海）11月21日～12月17日
　　（空）11月15日～12月18日

9月20日・21日

令和8年1月10日～12日
※いずれか1日を指定されます。

①11月8日・9日
②令和8年2月21日

年間を通じて
行っております。

受付時又は各自衛隊地方協
力本部のホームページにて
お知らせします。　

専門の大卒（見込含）
20歳以上30歳未満の者

（薬剤科は20歳以上28歳未満の者）

医師・歯科医師の免許取得者

海：18歳以上23歳未満の者（高卒者
（見込含）又は高専3年次修了者（見込含））
空：18歳以上24歳未満の者（高卒者

（見込含）又は高専3年次修了者（見込含））

18歳以上21歳未満の者
（自衛官は23歳未満）
高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含）

18歳以上21歳未満の者
高卒者（見込含）又は高専3年次修了者（見込含）

男子で中卒（見込含）17歳未満の者

18歳以上52歳未満の者

18歳以上で国家免許資格等を有する者
（資格により年齢上限は53歳未満～55歳未満）

医科・歯科幹部

幹部候補曹

キャリア採用幹部

20歳以上の者で
国家免許資格取得者等技術曹

航空学生

一般曹候補生

自衛官候補生

防衛大学校
学生

防衛医科大学校医学科学生

防衛医科大学校看護学科学生
　（自衛官候補看護学生）

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

予備自衛官補

自衛隊奨学生

技　能

一　般

一　般

一　般

総　合
選　抜

推　薦

歯　科
・

薬剤科

一般
飛行（海・空）

専門（陸）

一般
飛行（空）

専門（陸）

推　薦

種　　　目 資　　　格 受付期間
（締切日必着） 試験期日

男子で中卒（見込含）17歳未満の成績優秀
かつ生徒会活動等に顕著な実績を修め、学校
長が推薦できる者

大学、大学院、高等専門学校等で理学、
工学、文学又は法学を専攻しており、正
規の課程を修了する年の4月1日現在で
26歳未満（大学院在学者は28歳未満）

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末日現在、
33歳に達していない者）

18歳以上21歳未満の者
高卒（見込含）又は高専3年次修了（見込含）
で成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績
を修め、学校長が推薦できる者

18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は、採用予定月の末日現在、
33歳に達していない者）

大卒以上の者で、応募資格に定められ
た学部・専攻学科等を卒業後、2年以上
の業務経験のある者

◎細部はお近くの自衛隊地方協力本部にお問い合わせ下さい。

﹇
大
卒
程
度
試
験
﹈﹇
院
卒
者
試
験
﹈

〈自衛官募集ホームページ〉 〈自衛官募集X〉

日本の将来を担う若者よ来たれ！日本の将来を担う若者よ来たれ！
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令
和
７
年
度
会
員
総
会 

決
定 ※

　
・
令
和
７
年
６
月
９
日
（
月
）
一
六
〇
〇
〜

　
・
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

　
　
総
会
行
事 

一
六
〇
〇
〜
一
七
〇
〇

　
　
記
念
講
演 

一
七
一
〇
〜
一
八
四
〇

　
　
　
　講
師

　岡
部
芳
彦
氏
（
神
戸
学
院
大
学
教
授
）

　
　
　
　演
題

　「ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
日
本
」

　
　
懇
親
会     

一
九
〇
〇
〜
二
〇
三
〇

　
○
ご
出
席
お
申
し
込
み
は
同
封
は
が
き
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

（
Ｔ
＆
Ｆ
０
６-

６
２
０
２-

８
２
８
４
）

岡部芳彦氏  プロフィール
神戸学院大学経済学部教授、
同大学国際交流センター所長、
昭和48年（1973）、
兵庫県生まれ。
関西学院大学経
済学部・大阪大
学研究科卒業　
博士（歴史学・
経済学）専門はウクライナ研究「日
本・ウクライナ交流史　1915-1953
年」、「本当のウクライナ」等YTV「そ
こまで言って委員会NP」やテレビ
やラジオにも多数出演し幅広く活
躍。ウクライナ研究会（国際ウク
ライナ学会日本支部）会長2023年
にウクライナ最高会議名誉章を授
与される2024年７月から在神戸ウ
クライナ名誉領事（領事館長）

会員制リゾートホテル

当協会は株式会社大様とザグラン
リゾート法人会員入会契約をしてお
り、関東から関西に至る日本の代表
的な景勝地に点在するリゾートホテ
ルをすでに500余名の皆様にご利
用いただいております。
新たに会員希望の方は氏名（ふり
がな）電話番号、生年月日、住所、勤
務先を明記の上、下記へお申し込
みください。
　大阪防衛協会事務局
　　（FAX&TEL06‐6202‐8284）
　又はザグランリゾート事務局
　　（FAX06‐6355‐6112
　　  TEL06‐6353‐1955）

のご案内

ザグランリゾート検索

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊

＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊
＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

会
員
増
勢
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
ご
協
力
の
お
願
い

　

大
阪
防
衛
協
会
は
、
昭
和
三
十
八
年

（
1
9
6
3
）
一
月
、
北
陸
地
方
一
帯
を

襲
っ
た
豪
雪
に
際
し
、
自
衛
隊
が
出
動

し
、
そ
の
献
身
的
な
働
き
に
感
動
し

た
関
西
経
済
連
合
会
を
中
心
と
す
る

多
く
の
財
界
人
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
九

年
二
月
松
下
幸
之
助
氏
を
初
代
会
長

と
し
て
創
設
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
に

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

協
会
は
創
設
以
来
、
P
K
O
・
災

害
派
遣
隊
員
の
激
励
慰
問
、
入
院
患

者
見
舞
い
、
殉
職
隊
員
家
族
弔
問
慰

霊
祭
協
力
、
新
入
隊
員
激
励
、
隊
員

募
集
協
力
等
の
支
援
活
動
を
行
う
他
、

機
関
紙
の
発
刊
、
講
演
会
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
、
音
楽
隊
演
奏
会
の
支

援
、
演
習
等
視
察
見
学
、
体
験
飛
行
・

航
海
、
青
年
部
に
よ
る
防
衛
防
災
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
婚
活
活
動
等
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
世
界
の
安
全
保
障
情
勢
が

激
変
し
て
い
る
中
、
令
和
４
年
12
月

「
安
全
保
障
３
文
書
」
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
衛
隊
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い

環
境
と
条
件
の
中
で
本
来
の
防
衛
任
務

の
他
、
P
K
O
活
動
や
災
害
派
遣
行

動
等
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
は
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
継

続
す
る
と
と
も
に
、「
自
分
の
国
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
気・

・概
を
示
す
手
段

が
当
協
会
の
存
在
と
考
え
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
会
の
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
さ
ら
に
会
員
増
勢
に
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長　

井
上
礼
之

 

（
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
取
締
役
会
長
）

年
会
費

・特
別
会
員（
法
人
） 

一
口
三
万
円

・賛
助
会
員 

一
口
一
万
円

・普
通
会
員 

一
口
三
千
円

・家
族
会
員 

一
口
二
千
円

※ 

ご
入
会
希
望
の
方
、
ご
紹
介
下
さ
る

方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

〒
五
四
一
︲
〇
〇
四
一

　

大
阪
市
中
央
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北
浜
三

－

五
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九

　
　

淀
屋
橋
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
701
号

大
阪
防
衛
協
会
事
務
局

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
六

－六
二
〇
二

－八
二
八
四

メ
ー
ル
番
号
﹇ek@

ace.odn.ne.jp

﹈

「
国
を
守
る
気
概
」
示
そ
う
！

中方音楽隊の演奏

隊員による格闘技演技 成功に導いた青年部会員

信太山　菊水太鼓演奏

防衛・防災フェスティバル

<自衛官募集ホームページ> <自衛官募集Ｘ>

 種      目  採用人員 資　 格 受付期間
(締切日必着) 試 験 期 日 合 格 発 表 入隊時期

(入校時期) 待遇・その他

幹 部 候 補 生

[

大
卒
程
度
試
験]

一　般 参考(令和６年度)
　陸:約220名(うち女子約40名)
　海:約115名(うち女子約25名)
　空:約 84名　※１

22歳以上26歳未満の者
(20歳以上22歳未満の者
は大卒(見込含)、修士課
程修了者等(見込含)は28
歳未満の者)

①３月１日〜４月４日

➁４月23日〜６月６日

③(一般)
(陸海)

　９月１日～26日
(空)

　９月８日～26日

※３

①１次:４月12日・13日 
　(４月13日は海・空飛行要
　員のみ)
　２次:６月１日～７日
　３次(海・空飛行要員のみ)
　(海):７月３日～７日
　(空):７月19日〜８月８日

➁１次:６月14日
　２次:７月26日～８月１日

③１次:10月11日
　２次:11月15日～18日

①１次:５月22日
　２次(海・空飛行要員のみ)
　(海):６月26日
　(空):６月30日
　最終
　(陸):７月31日
　(海):８月７日
　(空):９月４日
➁１次:７月17日
　最終(陸海):10月２日
　　　(空)  :９月18日
③１次:11月６日
　最終(陸海):令和８年１月22日
　　　(空)  :令和７年12月26日

令和８年３月下旬
 〜４月上旬

入隊後約１年で
３等陸・海・空尉
 院卒者試験合格者は
 ２等陸・海・空尉

飛行(海・空)

専門(陸)

令和７年度新規
　情　　報:約５名
　デジタル:約10名
　研究開発:約10名
　法　　務:約10名

[

院
卒
者
試
験]

一　般 参考(令和６年度)
　陸:約10名
　海:約10名
　空:約10名　※１

20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等(見込
含)

飛行(空)

専門(陸)
令和７年度新規
　情報・デジタル

:若干名
　研究開発・法務

歯 科
・

薬 剤 科

参考(令和６年度)
　陸　　約13名
　海　　約９名
　空　　約６名

※１

専門の大卒(見込含)
20歳以上30歳未満の者
(薬剤科は20歳以上28歳
未満の者 ※２)

①１次:４月12日
　２次:６月１日〜７日

➁１次:６月14日　　　
　２次:７月26日～８月１日

①１次:５月22日　
　最終(陸空):７月31日
　　　(海)  :８月７日
➁１次:７月17日　
　最終(陸海):10月２日
　　　(空)  :９月18日

歯科は入隊後約６週間
で２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１年
で２等陸・海・空尉

幹 部 候 補 曹
令和７年度新規
　陸　　約110名
　海　　約 50名
　空　　約 60名

20歳以上33歳未満の者

①３月１日〜４月４日

②４月23日〜６月６日

③(陸海)
　　９月１日〜26日
　(空)

　　９月８日〜26日
※３

①１次:４月12日
　２次:６月１日～７日

②１次:６月14日
　２次:７月26日～８月１日

③１次:10月11日
　２次:11月15日～18日

①１次:５月22日
　最終
　(陸):７月31日
　(海):８月７日
　(空):９月４日
➁１次:７月17日
　最終
　(陸海):10月２日
　(空)  :９月18日
③１次:11月６日
　最終
　(陸海):令和８年１月22日
　(空)  :令和７年12月26日

令和８年３月下旬
 〜４月上旬

入隊後約５年で
３等陸・海・空尉

医 科 ・ 歯 科 幹 部
参考(令和６年度)
　陸　　約４名          
　海　　約５名          
　空　　約１名 　      

※１

医師・歯科医師の免許取
得者

①２月１日〜５月22日

②７月29日〜10月23日
※３

①６月20日

②11月14日

①７月24日

②12月18日

①令和７年９月下旬
　　　　　～10月上旬
②令和８年３月下旬
          ～４月上旬

２等陸・海・空尉以上
で採用(経験年数等に
より異なります。)

キ ャ リ ア 採 用 幹 部
　陸　　約15名
　海　　約20名
　空　①約25名
　　　②約25名

※１

大卒以上の者で、応募資
格に定められた学部・専
攻学科等を卒業後、２年
以上の業務経験のある者

①３月１日〜５月16日

②(陸空)
　８月１日～10月10日

①(陸):６月９日
　(海):６月13日
　(空):６月10日～12日
➁(陸):10月31日　　　
　(空):11月４日～６日

①７月24日

➁12月18日

(陸):令和８年４月頃
(海):令和７年９月下旬頃
(空):①令和７年10月上旬頃
　　 ②令和８年３月中旬
           ～３月下旬頃

３等陸・海・空尉以上
で採用(経験年数等に
より異なります。)

技 術 曹
　陸　　約58名
　海　　約30名          　
　空　　約30名

※１

20歳以上の者で国家免許
資格取得者等

①３月１日〜５月16日
②(海)
　８月１日～10月10日
　(空)
　９月16日～11月14日

①(陸):６月９日
　(海):６月16日
　(空):６月10日～12日
➁(海):11月10日
　(空):12月３日～５日

①７月24日

②(海)令和７年12月18日
　(空)令和８年１月22日

(陸):令和７年10上旬頃
(海):①令和７年９月下旬頃
　　 ②令和８年３月下旬頃
(空):①令和７年11月下旬頃
　　 ②令和８年３月下旬
           ～４月上旬頃

３等陸・海・空曹以上
で採用(免許資格、年齢
等により異なります。)

航 空 学 生        
参考(令和６年度)
　海　　約74名  
　 (うち女子10名)
　空　　約72名

                    ※１

海:18歳以上23歳未満の者
(高卒者(見込含)又は
高専３年次修了者(見
込含)）

空:18歳以上24歳未満の者
(高卒者(見込含)又は
高専３年次修了者(見
込含)）

７月１日～８月29日

１次①:９月20日　　　
　　②:９月27日
２次:10月16日～23日
３次:(海)
　　 11月21日〜12月17日
　　 (空)
　　 11月15日～12月18日

１次:10月10日

   ２次:(海)
11月13日
(空)
11月６日

最終:令和８年１月26日  

令和８年３月下旬
〜４月上旬

入隊後約６年で
３等海・空尉

一 般 曹 候 補 生

参考(令和６年度)
　陸　　約4,960名
　 (うち女子約500名)
　海　　約1,800名
　 (うち女子約290名)
　空　　約1,400名

※１

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定
月の末日現在、33歳に達
していない者)

①３月１日～５月７日

②７月１日～９月２日

③９月16日～11月21日

※４

①１次:５月17日～25日
２次:６月14日～29日

②１次:９月13日～21日     
２次:10月11日～26日

③１次:11月29日～12月４日     
２次:令和８年１月６日

　　　　　　　 　　～13日
※いずれか１日を指定
されます。

※５

①１次:６月５日
最終:７月31日

②１次:10月２日
最終:12月４日

③１次:12月15日
最終:令和８年２月５日

令和８年３月下旬
〜４月上旬

※上記の他に設定する
　場合があります。

入隊後２年９か月経
過以降選考により
３等陸・海・空曹

自 衛 官 候 補 生

参考(令和６年度)
　陸　　約2,890名
　 (うち女子約750名)
　海　　約  800名
　 (うち女子約200名)
　空　　約1,200名

※１

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定
月の末日現在、33歳に達
していない者)

年間を通じて行っており
ます。

受付時又は各自衛隊地方
協力本部のホームページ
にてお知らせします。

 

           ※５

試験時にお知らせします。

令和８年３月下旬
〜４月上旬

※上記の他に設定する
　場合があります。

所要の教育を経て、
３か月後に２等陸・
海・空士に任用
陸上(技術系を除く。)
は１年９か月、陸上
(技術系)・海上・航
空は２年９か月を１
任期として任用(以降
２年を１任期)

防衛大学校学生

推 薦

参考(令和６年度) 
人文・社会科学専攻　約45名

(うち女子約20名)
理工学専攻  　約145名   

(うち女子約30名)
※１

18歳以上21歳未満の者
高卒(見込含)又は高専３
年次修了(見込含)で成績
優秀かつ生徒会活動等に
顕著な実績を修め、学校
長が推薦できる者

９月５日〜９日

９月20日・21日 10月24日

令和８年４月上旬
修学年限４年
卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

総 合
選 抜

参考(令和６年度)
人文・社会科学及び
理工学専攻合わせて

約50名
(うち女子約10名)

※１
18歳以上21歳未満の者
(自衛官は23歳未満)
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

 １次:９月20日
２次:10月25日・26日

１次:10月10日
最終:11月19日

一 般 

参考(令和６年度)
人文・社会科学専攻　約45名

(うち女子約10名)
理工学専攻 　約195名

(うち女子約30名)
※１

７月１日〜10月16日

 １次:11月１日
 ２次:11月29日〜12月３日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:11月19日
最終:12月26日

防衛医科大学校医学科学生
参考(令和６年度)          

約85名
※１

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

７月１日〜10月８日

１次:10月25日
２次:12月17日〜19日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:12月２日  　　　
最終:令和８年１月30日

令和８年４月上旬

修学年限６年
医師免許取得後
卒業後約半年で
２等陸・海・空尉

防衛医科大学校看護学科学生
(自衛官候補看護学生)

参考(令和６年度)             
約75名

※１

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

７月１日〜10月３日

１次:10月18日　　　
２次:12月６日・７日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:11月13日 　　 　
最終:令和８年２月10日

令和８年４月上旬

修学年限４年
看護師免許取得後
卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

陸 上 自 衛 隊
高等工科学校
生 徒

推 薦
参考(令和６年度)

約120名
※１

男子で中卒(見込含)17歳
未満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を
修め、学校長が推薦でき
る者

10月１日〜11月28日
令和８年１月10日〜12日
※いずれか１日を指定
されます。

令和８年１月22日

令和８年４月上旬

修学年限３年
卒業後は陸士長
卒業後約１年で
３等陸曹

一 般
参考(令和６年度)

約230名
※１

男子で中卒(見込含)17歳未
満の者

10月１日〜
令和８年１月15日

１次:令和８年１月24日・25日  
２次:令和８年２月12日〜15日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:令和８年２月５日
最終:令和８年２月26日

自 衛 隊 奨 学 生
 参考(令和６年度)  
       
 　　陸　　　　
 　　海｝　約40名
 　　空　 　　

※１

大学、大学院、高等専門
学校等で理学、工学、文
学又は法学※６を専攻して
おり、正規の課程を修了す
る年の４月１日現在で26歳
未満
(大学院在学者は28歳未満)

①６月３日〜10月10日

②12月１日～
令和８年１月30日

※３

①11月８日・９日

②令和８年２月21日

①令和８年１月29日

②令和８年５月15日

①自衛隊奨学生採用時期
は４月上旬
➁自衛隊奨学生採用時期
は５月
※幹部候補生採用(入
隊)時期は大学等を卒業
(修了)する年の４月上旬

自衛隊奨学生として
採用された４月又は
５月分から大学又は
大学院の正規の修業
年限を終わる月まで
毎月54,000円を貸与
されます。

予備自衛官補
一 般 陸　約1,540名 18歳以上52歳未満の者

①１月22日〜４月８日
②５月24日〜９月11日

　
※３

①４月６日〜20日　　
②９月13日〜29日

　※いずれか１日を指定
　　されます。

①６月11日
②11月６日

教育訓練の開始時期：
　①令和７年７月以降
　②令和７年12月以降

階級は指定しない。
教育訓練招集手当

：日額8,800円
所定の教育訓練修了
後、予備自衛官として
任用

技 能 陸　約350名
海　約 20名

18歳以上で国家免許資格
等を有する者(資格によ
り年齢上限は53歳未満～
55歳未満)

(注)１．※１：令和７年度の採用人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。　　　　　　　　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　(令和７年３月現在)
２．※２：①　学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程(６年制の課程に限る。)を修めて卒業した者(令和８年３月卒業見込みの者を

含む。)
②　外国の薬学校を卒業し、又は外国の薬剤師免許を受けた者で、厚生労働大臣が①に掲げる者と同等以上の学力及び技能を有すると
認定した者

③　平成18年度から平成29年度までの間に学校教育法に基づく大学に入学し、４年制薬学課程を修めて卒業し、かつ、学校教育法に基
づく大学院において薬学の修士又は博士課程を修了した者であって、厚生労働大臣が、厚生労働省令で定めるところにより、①に掲
げる者と同等以上の学力及び技能を有すると認定した者に限ります。

３．※３：採用予定人員数の採用が見込まれる場合は、第２回目以降の試験を実施しません。
４．※４：第１回及び第２回までで採用人員数を満たせた場合、第３回は実施しない場合があります。
５. ※５：令和８年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和７年９月16日以降に行います。
６. ※６：理学、工学、文学又は法学に類する学部・学科も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問い

合わせください。
７. 資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
８．応募資格年齢の起算日は、種目ごと異なっていますので、それぞれの採用要項又は自衛官募集ホームページ等で確認してください。
９．その他、詳細については、各採用(募集)要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。(事務官・技官の採用試験については、防衛省大臣官

房秘書課へお問い合わせください。)
10．記載内容については変更する場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。

令和７年度自衛官等採用案内

<自衛官募集ホームページ> <自衛官募集Ｘ>

 種      目  採用人員 資　 格 受付期間
(締切日必着) 試 験 期 日 合 格 発 表 入隊時期

(入校時期) 待遇・その他

幹 部 候 補 生

[

大
卒
程
度
試
験]

一　般 参考(令和６年度)
　陸:約220名(うち女子約40名)
　海:約115名(うち女子約25名)
　空:約 84名　※１

22歳以上26歳未満の者
(20歳以上22歳未満の者
は大卒(見込含)、修士課
程修了者等(見込含)は28
歳未満の者)

①３月１日〜４月４日

➁４月23日〜６月６日

③(一般)
(陸海)

　９月１日～26日
(空)

　９月８日～26日

※３

①１次:４月12日・13日 
　(４月13日は海・空飛行要
　員のみ)
　２次:６月１日～７日
　３次(海・空飛行要員のみ)
　(海):７月３日～７日
　(空):７月19日〜８月８日

➁１次:６月14日
　２次:７月26日～８月１日

③１次:10月11日
　２次:11月15日～18日

①１次:５月22日
　２次(海・空飛行要員のみ)
　(海):６月26日
　(空):６月30日
　最終
　(陸):７月31日
　(海):８月７日
　(空):９月４日
➁１次:７月17日
　最終(陸海):10月２日
　　　(空)  :９月18日
③１次:11月６日
　最終(陸海):令和８年１月22日
　　　(空)  :令和７年12月26日

令和８年３月下旬
 〜４月上旬

入隊後約１年で
３等陸・海・空尉
 院卒者試験合格者は
 ２等陸・海・空尉

飛行(海・空)

専門(陸)

令和７年度新規
　情　　報:約５名
　デジタル:約10名
　研究開発:約10名
　法　　務:約10名

[

院
卒
者
試
験]

一　般 参考(令和６年度)
　陸:約10名
　海:約10名
　空:約10名　※１

20歳以上28歳未満の者
修士課程修了者等(見込
含)

飛行(空)

専門(陸)
令和７年度新規
　情報・デジタル

:若干名
　研究開発・法務

歯 科
・

薬 剤 科

参考(令和６年度)
　陸　　約13名
　海　　約９名
　空　　約６名

※１

専門の大卒(見込含)
20歳以上30歳未満の者
(薬剤科は20歳以上28歳
未満の者 ※２)

①１次:４月12日
　２次:６月１日〜７日

➁１次:６月14日　　　
　２次:７月26日～８月１日

①１次:５月22日　
　最終(陸空):７月31日
　　　(海)  :８月７日
➁１次:７月17日　
　最終(陸海):10月２日
　　　(空)  :９月18日

歯科は入隊後約６週間
で２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１年
で２等陸・海・空尉

幹 部 候 補 曹
令和７年度新規
　陸　　約110名
　海　　約 50名
　空　　約 60名

20歳以上33歳未満の者

①３月１日〜４月４日

②４月23日〜６月６日

③(陸海)
　　９月１日〜26日
　(空)

　　９月８日〜26日
※３

①１次:４月12日
　２次:６月１日～７日

②１次:６月14日
　２次:７月26日～８月１日

③１次:10月11日
　２次:11月15日～18日

①１次:５月22日
　最終
　(陸):７月31日
　(海):８月７日
　(空):９月４日
➁１次:７月17日
　最終
　(陸海):10月２日
　(空)  :９月18日
③１次:11月６日
　最終
　(陸海):令和８年１月22日
　(空)  :令和７年12月26日

令和８年３月下旬
 〜４月上旬

入隊後約５年で
３等陸・海・空尉

医 科 ・ 歯 科 幹 部
参考(令和６年度)
　陸　　約４名          
　海　　約５名          
　空　　約１名 　      

※１

医師・歯科医師の免許取
得者

①２月１日〜５月22日

②７月29日〜10月23日
※３

①６月20日

②11月14日

①７月24日

②12月18日

①令和７年９月下旬
　　　　　～10月上旬
②令和８年３月下旬
          ～４月上旬

２等陸・海・空尉以上
で採用(経験年数等に
より異なります。)

キ ャ リ ア 採 用 幹 部
　陸　　約15名
　海　　約20名
　空　①約25名
　　　②約25名

※１

大卒以上の者で、応募資
格に定められた学部・専
攻学科等を卒業後、２年
以上の業務経験のある者

①３月１日〜５月16日

②(陸空)
　８月１日～10月10日

①(陸):６月９日
　(海):６月13日
　(空):６月10日～12日
➁(陸):10月31日　　　
　(空):11月４日～６日

①７月24日

➁12月18日

(陸):令和８年４月頃
(海):令和７年９月下旬頃
(空):①令和７年10月上旬頃
　　 ②令和８年３月中旬
           ～３月下旬頃

３等陸・海・空尉以上
で採用(経験年数等に
より異なります。)

技 術 曹
　陸　　約58名
　海　　約30名          　
　空　　約30名

※１

20歳以上の者で国家免許
資格取得者等

①３月１日〜５月16日
②(海)
　８月１日～10月10日
　(空)
　９月16日～11月14日

①(陸):６月９日
　(海):６月16日
　(空):６月10日～12日
➁(海):11月10日
　(空):12月３日～５日

①７月24日

②(海)令和７年12月18日
　(空)令和８年１月22日

(陸):令和７年10上旬頃
(海):①令和７年９月下旬頃
　　 ②令和８年３月下旬頃
(空):①令和７年11月下旬頃
　　 ②令和８年３月下旬
           ～４月上旬頃

３等陸・海・空曹以上
で採用(免許資格、年齢
等により異なります。)

航 空 学 生        
参考(令和６年度)
　海　　約74名  
　 (うち女子10名)
　空　　約72名

                    ※１

海:18歳以上23歳未満の者
(高卒者(見込含)又は
高専３年次修了者(見
込含)）

空:18歳以上24歳未満の者
(高卒者(見込含)又は
高専３年次修了者(見
込含)）

７月１日～８月29日

１次①:９月20日　　　
　　②:９月27日
２次:10月16日～23日
３次:(海)
　　 11月21日〜12月17日
　　 (空)
　　 11月15日～12月18日

１次:10月10日

   ２次:(海)
11月13日
(空)
11月６日

最終:令和８年１月26日  

令和８年３月下旬
〜４月上旬

入隊後約６年で
３等海・空尉

一 般 曹 候 補 生

参考(令和６年度)
　陸　　約4,960名
　 (うち女子約500名)
　海　　約1,800名
　 (うち女子約290名)
　空　　約1,400名

※１

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定
月の末日現在、33歳に達
していない者)

①３月１日～５月７日

②７月１日～９月２日

③９月16日～11月21日

※４

①１次:５月17日～25日
２次:６月14日～29日

②１次:９月13日～21日     
２次:10月11日～26日

③１次:11月29日～12月４日     
２次:令和８年１月６日

　　　　　　　 　　～13日
※いずれか１日を指定
されます。

※５

①１次:６月５日
最終:７月31日

②１次:10月２日
最終:12月４日

③１次:12月15日
最終:令和８年２月５日

令和８年３月下旬
〜４月上旬

※上記の他に設定する
　場合があります。

入隊後２年９か月経
過以降選考により
３等陸・海・空曹

自 衛 官 候 補 生

参考(令和６年度)
　陸　　約2,890名
　 (うち女子約750名)
　海　　約  800名
　 (うち女子約200名)
　空　　約1,200名

※１

18歳以上33歳未満の者
(32歳の者は、採用予定
月の末日現在、33歳に達
していない者)

年間を通じて行っており
ます。

受付時又は各自衛隊地方
協力本部のホームページ
にてお知らせします。

 

           ※５

試験時にお知らせします。

令和８年３月下旬
〜４月上旬

※上記の他に設定する
　場合があります。

所要の教育を経て、
３か月後に２等陸・
海・空士に任用
陸上(技術系を除く。)
は１年９か月、陸上
(技術系)・海上・航
空は２年９か月を１
任期として任用(以降
２年を１任期)

防衛大学校学生

推 薦

参考(令和６年度) 
人文・社会科学専攻　約45名

(うち女子約20名)
理工学専攻  　約145名   

(うち女子約30名)
※１

18歳以上21歳未満の者
高卒(見込含)又は高専３
年次修了(見込含)で成績
優秀かつ生徒会活動等に
顕著な実績を修め、学校
長が推薦できる者

９月５日〜９日

９月20日・21日 10月24日

令和８年４月上旬
修学年限４年
卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

総 合
選 抜

参考(令和６年度)
人文・社会科学及び
理工学専攻合わせて

約50名
(うち女子約10名)

※１
18歳以上21歳未満の者
(自衛官は23歳未満)
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

 １次:９月20日
２次:10月25日・26日

１次:10月10日
最終:11月19日

一 般 

参考(令和６年度)
人文・社会科学専攻　約45名

(うち女子約10名)
理工学専攻 　約195名

(うち女子約30名)
※１

７月１日〜10月16日

 １次:11月１日
 ２次:11月29日〜12月３日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:11月19日
最終:12月26日

防衛医科大学校医学科学生
参考(令和６年度)          

約85名
※１

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

７月１日〜10月８日

１次:10月25日
２次:12月17日〜19日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:12月２日  　　　
最終:令和８年１月30日

令和８年４月上旬

修学年限６年
医師免許取得後
卒業後約半年で
２等陸・海・空尉

防衛医科大学校看護学科学生
(自衛官候補看護学生)

参考(令和６年度)             
約75名

※１

18歳以上21歳未満の者
高卒者(見込含)又は高専
３年次修了者(見込含)

７月１日〜10月３日

１次:10月18日　　　
２次:12月６日・７日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:11月13日 　　 　
最終:令和８年２月10日

令和８年４月上旬

修学年限４年
看護師免許取得後
卒業後約１年で
３等陸・海・空尉

陸 上 自 衛 隊
高等工科学校
生 徒

推 薦
参考(令和６年度)

約120名
※１

男子で中卒(見込含)17歳
未満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を
修め、学校長が推薦でき
る者

10月１日〜11月28日
令和８年１月10日〜12日
※いずれか１日を指定
されます。

令和８年１月22日

令和８年４月上旬

修学年限３年
卒業後は陸士長
卒業後約１年で
３等陸曹

一 般
参考(令和６年度)

約230名
※１

男子で中卒(見込含)17歳未
満の者

10月１日〜
令和８年１月15日

１次:令和８年１月24日・25日  
２次:令和８年２月12日〜15日
※いずれか１日を指定
されます。

１次:令和８年２月５日
最終:令和８年２月26日

自 衛 隊 奨 学 生
 参考(令和６年度)  
       
 　　陸　　　　
 　　海｝　約40名
 　　空　 　　

※１

大学、大学院、高等専門
学校等で理学、工学、文
学又は法学※６を専攻して
おり、正規の課程を修了す
る年の４月１日現在で26歳
未満
(大学院在学者は28歳未満)

①６月３日〜10月10日

②12月１日～
令和８年１月30日

※３

①11月８日・９日

②令和８年２月21日

①令和８年１月29日

②令和８年５月15日

①自衛隊奨学生採用時期
は４月上旬
➁自衛隊奨学生採用時期
は５月
※幹部候補生採用(入
隊)時期は大学等を卒業
(修了)する年の４月上旬

自衛隊奨学生として
採用された４月又は
５月分から大学又は
大学院の正規の修業
年限を終わる月まで
毎月54,000円を貸与
されます。

予備自衛官補
一 般 陸　約1,540名 18歳以上52歳未満の者

①１月22日〜４月８日
②５月24日〜９月11日

　
※３

①４月６日〜20日　　
②９月13日〜29日

　※いずれか１日を指定
　　されます。

①６月11日
②11月６日

教育訓練の開始時期：
　①令和７年７月以降
　②令和７年12月以降

階級は指定しない。
教育訓練招集手当

：日額8,800円
所定の教育訓練修了
後、予備自衛官として
任用

技 能 陸　約350名
海　約 20名

18歳以上で国家免許資格
等を有する者(資格によ
り年齢上限は53歳未満～
55歳未満)

(注)１．※１：令和７年度の採用人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。　　　　　　　　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　(令和７年３月現在)
２．※２：①　学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程(６年制の課程に限る。)を修めて卒業した者(令和８年３月卒業見込みの者を

含む。)
②　外国の薬学校を卒業し、又は外国の薬剤師免許を受けた者で、厚生労働大臣が①に掲げる者と同等以上の学力及び技能を有すると
認定した者

③　平成18年度から平成29年度までの間に学校教育法に基づく大学に入学し、４年制薬学課程を修めて卒業し、かつ、学校教育法に基
づく大学院において薬学の修士又は博士課程を修了した者であって、厚生労働大臣が、厚生労働省令で定めるところにより、①に掲
げる者と同等以上の学力及び技能を有すると認定した者に限ります。

３．※３：採用予定人員数の採用が見込まれる場合は、第２回目以降の試験を実施しません。
４．※４：第１回及び第２回までで採用人員数を満たせた場合、第３回は実施しない場合があります。
５. ※５：令和８年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和７年９月16日以降に行います。
６. ※６：理学、工学、文学又は法学に類する学部・学科も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部にお問い

合わせください。
７. 資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
８．応募資格年齢の起算日は、種目ごと異なっていますので、それぞれの採用要項又は自衛官募集ホームページ等で確認してください。
９．その他、詳細については、各採用(募集)要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。(事務官・技官の採用試験については、防衛省大臣官

房秘書課へお問い合わせください。)
10．記載内容については変更する場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページ等でお知らせしますので、ご確認ください。

令和７年度自衛官等採用案内

（４）




